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DuMA ニュースレター                                 ２０２０年１０月２６日 

三浦半島・横須賀、横浜における異臭騒ぎ報道の問題 

 １０月５日、１２日、１９日のニュースレターで触れております神奈川県横須賀市や横浜市で続く異臭騒

ぎの報道では、報道する側の科学的リテラシーが極めて低い事が問題と考えています。事実を報道す

るのは良いのですが、検出されたイソペンタンやペンタンの濃度では、普通の人は「匂いを感じない」と

いう事を初めて臭気判定士（国家資格）の方が発言されていました。このような最も基本的な事が報道で

きていないというのは、マスメディアの科学的素養・質問能力を疑わざるを得ません。 

 さらに「どのような匂いでしたか？」という問いに色々な答えが出ていますが、一般の方はそれほど多く

の匂いを嗅ぐという経験が無いため、過去に嗅いだ事のある匂いの中から最も近い匂いを答えていると

考えられ、そのまま盲信するのは危険という事のようです。それに対し、「ガス臭い」というのは、唯一多く

の方が点火ミス等の時に嗅いだ事のあるもので、この証言は最も信憑性が高いと考えられるそうです。 

 このため、イソペンタンやペンタンが検出されたからといって、これが匂いの原因物質であったと断定

するのは現時点では科学的態度とは言えないと思います。先週号でも述べましたが、人為的な原因とし

ても、異臭物質としては「これで決まり」という事は無いようです。どうみても複数の原因物質があり、地域

的な広がりから、複数の原因でこの異臭騒ぎが発生している可能性も高いと推察されます。 

 

カムチャッカ半島のベズイミアニ山が大噴火 

 ロシア、カムチャッカ半島のベズイミアニ山(標高 2882m、Безымянный, Bezymianny山)で２２日に噴

煙が１万メートルに達する噴火がありました。カムチャツカ火山観測所では航空向け警報を 4段階中最も上

のランクである赤に引き上げています。もし、日本と北米の航空路がコロナ渦以前の状態であれば、航空機

の運航に重大な影響を及ぼしたレベルの噴火です。 

 

首都圏の地下天気図® 

今週は９月２１日のニュースレターに続き、首都圏に特化した地下天気図です。今週は１０月２３日時点

の L タイプおよび M タイプの地下天気図を掲載します。L タイプ、M タイプとも相模湾を中心とした地域

に共通の静穏化の異常が出現し、それが広がっているように見えます。 

M タイプでは異常の面積がかなり大きくなっていますが、これは L タイプとのアルゴリズムの違いです。

M タイプは地震活動静穏化の検出能力が大きなアルゴリズムですが、時には狼少年的に異常をより強

調してしまうアルゴリズムです。重要なのは L タイプと同時に異常が出現しているという点です。 

 また先週報告させて頂きました日本およびその周辺の広域地下天気図では相模湾周辺には静穏化

の異常を見る事はできません。この事から、もし相模湾を中心とした地域で今後地震が発生するとして

も、マグニチュード７を超える可能性は小さいと考えています。 

さらに今週お示しする小田原沖の RTL時間変化のグラフから、静穏化の異常が急激に開始し、現時

点では継続時間が短い事もマグニチュード７を超える可能性が低いと考える理由です。 
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１０月２３日時点の L タイプ地下天気図（上）と M タイプ地下天気図（下） 
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図中の■の地点（小田原沖）の RTL 地下天気図時間変化のグラフ 

 

  このグラフから相模湾を中心とする地震活動静穏化は７月ごろから開始した事がわかります。グラフ

が下の方向へ動くという事は、空間的（R）にも、時間的（T）にも地震の大きさ的（L または M）にも、当

該地域の過去の平均的な地震活動より低下している事を意味しています。 
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